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ソフト面についても，Notes は web 上で利用できないこともあり，徐々に利用されなくなった。これ





. 法学部における e-Learning 導入の経過






かけてアメリカのロースクール（Duke University School of Law）でパワーポイントを利用した講義を受
講し，これからは教育にパソコンを利用した技術をどんどん取り入れていかなければならないという思い
を強くしたことも，利用してみようと思ったきっかけの一つかもしれない。
平成20（2008）年度は，まず，講義科目 3 科目（親族法・相続法〔法律学科 1 年必修〕・財産法入門
―  ―
法学部における e-Learning を取り入れた講義の一事例
〔現代ビジネス法学科 1 年必修〕・現代家族と法〔現代ビジネス法学科 23 年選択〕）とゼミ科目 2 科目
（専門ゼミ〔現代ビジネス法学科 3 年必修〕・法研指導 B（民法）〔法律・現代ビジネス法両学科共通 1





部両学科の 1 年から 4 年まで69名が参加した法研合宿の名簿も，Jenzabar のおかげで楽に作成すること
ができた。
翌平成21（2009）年度は，大学院も含めて，筆者が担当しているすべての科目を登録した3。講義科目
は前年の 3 科目に加えて，大学院法学研究科の家族法研究講義（修士 1 年選択）を登録して 4 科目とな
った。ゼミも，入門ゼミ（現代ビジネス法学科 1 年必修），専門ゼミ（現代ビジネス法学科 2 年必修）
と卒業論文ゼミ（現代ビジネス法学科 4 年必修）を追加し，さらに入門ゼミの単位取得が困難な学生を
集めた入門ゼミ再試験のクラスも作って，3 人の担当教員が利用できるようにした。また，法研合宿


























































テムだと思った。参加した専任教員 5 名5 の誰もが自由にアクセスできるのもよいが，今年度まではアク
セスしているのは筆者だけだったようである。参加教員が皆でクラスを作り上げていくようになることが
今後の課題であろう。
法研合宿で Jenzabar の使い勝手の良さを覚え，平成21（2009）年 4 月よりスタートした法学研修室お
よび知財研修室についても Jenzabar の登録をした。法学研修室は，昭和43（1968）年に開設された歴史
と伝統を誇る研修室である。数々の優秀な卒業生たちを送り出してきた。開設当初は，研修生 1 人に机 1
つが割り当てられ，贅沢な勉強空間が提供されていたようであるが，10数年前に部屋が消失した。平成
21（2009）年 4 月にその復活が成ったのである。これに加えて，新たに知財研修室も開設された。10号
















. お わ り に

















































当では憲法・民法・刑法が，2 年配当と 3・4 年配当ではこれに行政法を加えた各 4 科目が開講され，試験対策を
意識した指導を行っている。法研指導受講者は夏の法研合宿に参加することが原則であるが，強制ではない。ま
た，法研指導を受講していない学生でも，合宿のみに参加することができる。法研合宿は30年以上続いており，9




専門ゼミ13名，卒業論文ゼミ 9 名，法研指導 B35名，大学院家族法研究講義 3 名である。
4 法研合宿2009には，学生70名が参加し，卒業生 8 名，院生 1 名，教員 6 名を加えて，総計85名となった。
5 法研合宿2009の参加教員は 6 名であったが，うち 1 名が非常勤教員であり直前に参加することになったため，
Jenzabar に登録したのは当初より参加が決定していた専任教員 5 名である。
6 24個の机を，春期は35名が，秋期は27名が利用している。
7 ｢法学検定試験」は，財団法人日弁連法務研究財団と社団法人商事法務研究会が主催し，法学検定試験委員会が実
施している，法学に関する学力水準を客観的に評価する，わが国唯一の全国規模の検定試験である（http://www.
jlf.or.jp/hogaku/）。
8 ｢知的財産管理技能検定」とは，知的財産教育協会が実施している，企業・団体（学校・官公庁等）における知的
財産（発明，ブランド（商標），著作権等）の創造・保護（権利化）・活用に関する知識及び実務的な能力に関する
国家試験である（http://ip-edu.org/）。
9 朝日ネットが提供する教育機関向けポートフォリオである（http://manaba.jp/about-folio.html）。学生の一人一人
にポートフォリオスペースを提供する点で，Jenzabar とは大きく異なるシステムである。
